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アメリカ
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姉妹校とのつながりを礎
いしずえ

とした留学・研修を多彩に展開

世界に貢献する女性の育成①

国際交流・外国語センター
～さらに強化される聖母被昇天学院の外国語（英語・フランス語）教育～

　初めての語学研修として、小中高あわせて
26名、引率5名で、アメリカ合衆国マサチュー
セッツ州のボストン、そしてボストン郊外にある
ウースターのアサンプション・カレッジに10日間
滞在しました。月曜から金曜までの午前中は、
大学内で「若草物語」をテーマとした授業をレ
ベル別に構成された3つのクラスに分かれて
行いました。午後からはアクティビティーとして
近郊の名所を訪れたり、学内の施設を利用し
て音楽や体育などを楽しんだりしました。研修
で訪れていたアルゼンチン校の高校生たちや
修道院のシスター方とも交流することが出来ま
した。週末にはボストン市内の観光名所やハ
ーバード大学など有名大学にも訪問し、充実し
た10日間となりました。

アメリカ語学研修
8月2日（土）～8月11日（月）

　今年も新年度が始まってすぐ、フィリピン研修生を迎えて
の国際交流がスタートしました。姉妹校のアンティポロ校とサ
ンロレンゾ校より、ジョナ先生、ノエミ先生の引率のもと10名
の高校生が箕面にやってきました。滞在期間中、ホストファミ
リー宅で日本の家庭生活を体験し、訪れた京都や広島では
日本の歴史や文化を学びました。また、華道や茶道、そして
狂言を実際に体験することにより、日本の伝統的風習を身
近なものとして受け入れてもらえたのではないでしょうか。最
終日には毎年、涙でいっぱいのお別れとなりますが、研修生
だけではなく、教職員・在校生の心の中に、たくさんの思い出
を残してくれました。

　フィリピン姉妹校との交換研修制度は、20年以上続く本
校の伝統行事。今年度は高校生8名の参加となりました。ホス
トファミリーが4月に来日した姉妹校の生徒たちであったこと、ま
た4月以降も彼女たちと連絡を取り合っていたことにより、最
初から和やかな雰囲気で研修は始まりました。訪れた姉妹校
では、大きなキャンパスや生徒数に圧倒されましたが、料理や
音楽の授業を受ける中で、フィリピンの生活を実感することが
出来ました。また、市内観光で名所を巡り、綺麗な民族衣装を
着させてもらうなど、フィリピンの歴史や人々の生活に触れるこ
とも出来ました。滞在中の様々な経験は、研修生一人ひとり
の中に大きな財産となる思いや考えを残し、今後の人生にお
ける貴重な一コマとなったことでしょう。

フィリピン研修生受け入れ
4月11日（金）～4月25日（金）

フィリピン研修
7月27日（日）～8月8日（金）



日本

フランス

フィリピン

2014年度フランス研修 2014年度フィリピン研修 2014年度アメリカ研修

世界に広がるAssumption
学院の母胎である「聖母被昇天修道会」の本
部はフランスのパリにあり、世界30ヶ国以上に
姉妹校、教育団体を広げ、約5万人が同じ理
念のもとに学んでいます。
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　2006年の開始から今年で5回目となるフランス研修。今
年は高校生4名が参加しました。最初の3日間は、終日パリ
市内を散策し、有名な美術館や観光名所を訪れました。中で
も、アサンプションの歴史を学び、実感する機会に恵まれた
のが、「創立者 聖マリ・ウージェニーの足跡たどりツアー」。シ
スターによるガイドのもと、ノートルダム寺院をはじめとする多
くの教会や所縁の地を巡りました。本部修道院では世界各
国のシスター方と一緒にミサに参列し、ボルドーにある姉妹
校では歴史ある校舎で講義を受講。また、ホストファミリーや
先生方のご協力により、いろいろなイベントに参加するなど
充実した毎日を送ることが出来ました。

　今年度から1対1で双方のホストファミリーを引き受けるとい
う新しいスタイルの留学、コリブリ交換留学が本校でも始まりま
した。まずはフランスから2名の留学生、エステルさんとサロメさ
んが箕面を訪れ、高校2年生の家にホームステイをしました。
本校の制服に身を包んだ2人は、3週間にわたり本校の生徒
と同じ授業を受け、日常生活を送りました。ありのままの日本を
体験し学ぶことが、コリブリ交換留学の目的です。フランスで日
本語はもちろん数か国語を学んでいた2人は、会話に不自由
することなく、さまざまな体験を積み、充実した留学生活を送れ
たことでしょう。「また来日する」と約束し、帰国の途につきまし
た。2015年3月、次は本校生徒がフランスへ渡り、2人の家
に3週間ホームステイをする予定です。

フランス研修（隔年）
4月24日（木）～5月8日（木）

コリブリ交換留学生受け入れ
10月18日（土）～11月8日（土）



各校園の
新しい取り組み

世界に貢献する女性の育成②

子どもたちの好奇心を育てる
取り組み

か
ら
、こ
の
度
認
可
認
定
を
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、国
の
子
育
て
し
や

す
い「
す
く
す
く
ジ
ャ
パ
ン
！
」と
い
う
取

り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

実
施
に
当
た
り
、現
行
の
幼
稚
園
に
加

え
て
、箕
面
市
の
委
託
に
よ
る「
2
歳
児

の
保
育
ス
ペ
ー
ス
」を
、学
院
北
側
職
員
駐

車
場
跡
に
建
設
し
、開
設
し
ま
す
。

幼
稚
園
で
の
教
育
内
容
な
ど
は
従
来

と
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、そ
の
保
育

ス
ペ
ー
ス
の
部
分
に
、在
籍
幼
稚
園
児
の

給
食
も
提
供
で
き
る
調
理
室
を
増
設
し

ま
す
。で
き
た
て
の
温
か
い
衛
生
面
で
も

安
全
な
給
食
の
提
供
は
、箕
面
市
内
の
私

立
幼
稚
園
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
の

で
、食
育
活
動
の
展
開
な
ど
も
含
め
て
大

い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地域に貢献する
施設として進化

2
0
1
1
年
度
か
ら
す
で
に
実
施
し

て
い
る「
子
育
て
応
援
幼
稚
園
」と
し
て

の
取
り
組
み
を
発
展
充
実
さ
せ
、聖
母
被

昇
天
学
院
幼
稚
園
は
、2
0
1
5
年
度

（
平
成
27
年
度
）か
ら「
認
定
こ
ど
も
園 

聖

母
被
昇
天
学
院
幼
稚
園
」と
し
て
新
し
い

ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
す
。

質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
を
行

え
る
幼
稚
園
で
あ
り
、子
育
て
支
援
と
し

て「
預
か
り
保
育
」や
、「
長
時
間
保
育
」な

ど
保
育
の
総
合
的
な
提
供
が
行
え
て
い

る
教
育
施
設
と
し
て
、大
阪
府
・
箕
面
市

聖
母
被
昇
天
学
院
同
窓
会
の
支
援
に

よ
り
、小
学
校
校
舎
南
側
に「
食
育
菜
園
」

を
設
置
し
ま
し
た
。1
・
2
年
生
は
生
活

科
、3
〜
6
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の
中

に「
食
育
」分
野
を
導
入
。「
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ

ン
協
会
」の
堺
美
代
子
先
生
を
お
招
き
し

て
、担
任
と
共
に
各
学
年
に
応
じ
た
学
習

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
植
え
る
」「
育
て
る
」「
収
穫
す
る
」「
料

理
す
る
」「
感
謝
し
て
み
ん
な
で
い
た
だ

く
」の
5
つ
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
、自
然
の
恵

み
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
、地
球
上
の

様
々
な
命
か
ら
作
ら
れ
た
私
た
ち
の
食

事
、そ
の
す
べ
て
の
命
に
感
謝
し
て
、土
台

と
な
る
地
球
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
学

び
ま
す
。

今
年
度
、菜
園
で
栽
培
し
た
ミ
ニ
ト
マ

ト
や
キ
ュ
ウ
リ
、ハ
ー
ブ
な
ど
は
、収
穫

後
、各
学
年
で
料
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
座
学
と
し
て
、「
生
態
系
」な
ど
に

つ
い
て
も
学
び
ま
す
。さ
ら
に
、6
年
生
は

校
外
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

今
春
4
月
、
認
定
こ
ど
も
園

聖
母
被
昇
天
学
院
幼
稚
園
が
ス
タ
ー
ト
！

２
歳
児
の
保
育
ス
ペ
ー
ス
や

給
食
調
理
室
を
新
設

食
育
菜
園

〝
食
〞
を
通
じ
て
学
ぶ

命
の
大
切
さ
・
感
謝
の
心

ー
ド
ず
つ
出
題
さ
れ
る
英
単
語
の
ス
ペ
ル

を
1
文
字
ず
つ
正
し
く
発
声
し
て
答
え

ま
す
。ミ
ス
な
く
答
え
続
け
る
緊
張
感
と

達
成
感
が
、学
び
の
動
機
付
け
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

第
一
回
目
と
な
る
今
回
、幼
稚
園
児
は

『
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン（
英
語
暗
唱
）』、小
学

生
は「
ス
ペ
リ
ン
グ 

ビ
ー
」に
挑
戦
し
ま

す
。ス
ペ
リ
ン
グ 

ビ
ー
と
は
、海
外
で
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
英
単
語

の
語
彙
力
を
競
う
大
会
で
、本
場
ア
メ
リ

カ
で
は
９
０
０
万
人
が
参
加
。一
人
１
ワ

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ 

ラ
ン
ゲ
ー
ジ 

フ
ェ
ス
タ

〜
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

＆ 

ス
ペ
リ
ン
グ 

ビ
ー
〜

英
語
を
楽
し
く
学
べ
る

英
語
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

▲完成イメージ
◀4月開園に向
けて建設中
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2
学
期
よ
り
、ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
す
べ
て
の
活
動
が
終
わ
っ

た
18
時
か
ら
20
時
ま
で
の
自
習
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

勉
強
は「
や
ら
さ
れ
る
」の
で
は
な
く「
自
ら
学
ぶ
」習
慣
が

確
立
し
て
こ
そ
伸
び
る
も
の
。学
校
で
先
生
が
常
駐
す
る
自
習

室
を
開
設
し
、2
時
間
集
中
し
て
勉
強
す
る
習
慣
を
し
っ
か
り

と
確
立
す
る
こ
と
で
、生
徒
の
夢
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い

と
、進
路
指
導
部
・
教
務
部
が
中
心
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
高
校
生
の
み
利
用
可
能
で
す
が
、生
徒
か
ら
は「
集

中
し
て
勉
強
で
き
る
」と
好
評
で
す
。

指
定
校
推
薦
制
度
は
高
校
の
成
績
を
も
と
に
審
査
を
行
い
、

入
学
試
験
を
経
ず
に
大
学
に
入
学
で
き
る
推
薦
制
度
で
す
。

従
来
か
ら
も
高
校
3
年
生
の
人
数
の
7
倍
以
上
の
指
定
校

推
薦
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
中
で
も
人
気
校
の
指
定
校
推
薦

人
数
が
今
年
度
か
ら
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
上
智
大
学
】

従
来
の
1
名
の
指
定
校
推
薦
に
加
え
、カ
ト
リ
ッ
ク
校
特
別
推

薦
で
2
名　

計
3
名

【
関
西
学
院
大
学
】

従
来
の
9
名
に
加
え
、2
名
増
加　

計
11
名

こ
れ
ら
に
従
来
か
ら
の
関
西
大
学
の
推
薦
7
名
を
加
え
る
と
、合

計
21
名
が
上
智・関
学・関
大
と
い
っ
た
有
名
校
に
進
学
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
以
外
に
も
、聖
心
女
子
大・神
戸

女
学
院・甲
南
女
子
大・甲
南
大
学・近
畿
大
学・龍
谷
大
学
と
い
っ

た
人
気
校
の
指
定
校
推
薦
も
あ
り
、ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
で
学
校
の
様
子
を
発
信
し
て
い
ま

し
た
が
、普
段
の
生
徒
の
様
子
や
学
校
生
活
を
伝
え
る
た
め

に
、今
年
度
よ
り
学
校
ブ
ロ
グ
・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
日
常
的
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

学
校
ブ
ロ
グ
で
毎
日
平
均
４
０
０
、Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ

ー
ジ
で
は
最
大
２
０
０
０
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。ほ
ぼ

毎
日
更
新
し
て
お
り
、在
校
生
・
保
護
者
だ
け
で
は
な
く
、同
窓

生
や
本
校
志
願
者
に
も
多
く
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

さらなる飛躍に向けた取り組みを充実化

放
課
後
20
時
ま
で
の
自
習
室
を
開
設
し
ま
し
た

夢
の
実
現
に
不
可
欠
な

  〝
自
ら
学
ぶ
姿
勢
〞
の
確
立
を
目
指
す

大
学
へ
の
指
定
校
推
薦
枠
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
し
た

有
名
校
の
指
定
校
推
薦
人
数
が
増
加

夢
実
現
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り
ま
し
た

学
校
ブ
ロ
グ
・
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
ま
し
た

積
極
的
な
情
報
発
信
で
、
独
自
の
教
育
や

学
校
生
活
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

◀学校ブログでは、授業や行事、クラブ・
特別宗教・生徒会の活動、国際交流といっ
た学校生活の様子はもちろん、研修会な
ど教員の活動も紹介しています。

▶学校ブログと同様に、生徒や教員の普段の様子、
頑張っている姿を見ることができるFacebook
ページ。同窓生もたくさん見てくれています。

▲2014年9月18日に開設した「放課後の自習室」は、初日から10名ほどが利用。18時まで利用可能な図
書室の自習室では時間が足りないという生徒や、クラブの練習などがあり、図書室の自習室を利用でき
なかった生徒が、18時以降に学校で勉強できるようになりました。

▲指定校推薦は総枠450名と豊富で、高校3年生約3分の1の生徒が上
智・関学・関大といった有名校に進学することが可能な人数です。これ
は、大学合格をゴールとするのではなく、大学でも社会でも活躍できる
人材を育むことに重点を置いた学習や進路指導の結果です。

指定校推薦の概要

0 100 200 300 400

450

62

71

500

指定校推薦枠

2014年度高3

2013年度高3

主
な
指
定
校
推
薦

姉
妹
校

上智・関学・関大で21名
学生生徒の1/3の推薦枠有り

卒業生と指定校推薦

指定校推薦の概要
カトリック特別推薦

今年
2名増

2014年度卒業生実績
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本学院で過ごした日々こそが、海外での夢実現や
異文化での生活、人生における揺るぎない支えに

卒業生I nt e r v i ew

ユミ・アトフィールドさん

海
外
生
活
に
お
け
る

心
の
拠
り
所
は

聖
書
の
教
え

1
．自
己
紹
介

ユ
ミ
・
ア
ト
フ
ィ
ー
ル
ド（
旧
姓
五
十
嵐
右
美
）と
申

し
ま
す
。幼
稚
園
に
入
学
、１
９
７
６
年
短
大
卒
。イ

ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
日
本
商
社
や
現
地
企

業
で
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
秘
書
を
務
め
、現
在
は
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
通
訳
・
翻
訳
家
で
す
。（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
認
定

協
会
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル・レ
ベ
ル
）

2
．聖
母
被
昇
天
学
院
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

亡
く
な
り
ま
し
た
母
が
新
聞
記
事
を
見
て
選
ん
だ

そ
う
で
す
。

3
．海
外
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

短
大
卒
業
後
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。ロ
ン
ド
ン
の
大
英

図
書
館
東
洋
部
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
、そ
の
後
正
規

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
移
住
後
、こ
の
移
民
国
で
様
々
な
価
値
観
を
持
っ

た
人
達
と
接
し
、何
を
基
準
に
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
く
な
っ
た
時
に
は
、や
は
り
学
院
で
教
わ
っ
た
聖

書
の
教
え
が
拠
り
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
．大
好
き
な
言
葉

厳
密
に
は「
言
葉
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、キ
リ
ス
ト

が
大
勢
の
人
々
に
そ
の
場
に
あ
っ
た
少
し
の
パ
ン
と

魚
を
分
け
、残
り
を
集
め
た
ら
、最
初
よ
り
多
く
な
っ

藤田 容子さん

国
や
時
代
を
問
わ
ず

「
大
切
な
こ
と
」
を

学
べ
た
こ
と
に
感
謝

1
．自
己
紹
介

藤
田
容
子
と
申
し
ま
す
。姉
の
中
学
入
学
と
同
時

に
小
学
校
4
年
生
に
編
入
学
、１
９
７
４
年
高
校
卒

業
。海
外
で
バ
イ
オ
リ
ン
を
学
ん
だ
後
、バ
ン
ベ
ル
グ

交
響
楽
団
主
席
奏
者
に
。結
婚
を
機
に
ス
イ
ス
へ
移

っ
て
か
ら
は
、フ
リ
ー
の
演
奏
者
と
し
て
主
に
欧
米
で

演
奏
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

2
．聖
母
被
昇
天
学
院
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

在
籍
す
る
教
会
、自
宅
に
近
い
カ
ト
リ
ッ
ク
校
だ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

3
．海
外
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

高
校
の
時
に「
海
外
で
音
楽
を
学
び
た
い
」と
の
思

い
が
芽
生
え
、卒
業
後
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
チ
ス
音
楽

院
に
留
学
。そ
の
後
ド
イ
ツ
の
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
音
楽
大

学
院
で
学
ん
だ
こ
と
が
、バ
ン
ベ
ル
グ
交
響
楽
団
と
の

ご
縁
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

4
．大
好
き
な
言
葉

今
、深
く
噛
み
し
め
て
い
る
の
は「
自
分
ら
し
い
、世

界
に
一
つ
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
」と
い
う
、創
立

者
聖
マ
リ
・
ウ
ー
ジ
ェ
ニ
ー
の
お
言
葉
で
す
。学
院
で

は
異
文
化
の
方
と
の
交
わ
り
方
を
ご
く
自
然
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
高
校
時
代
に
は
、留
学
を

森脇 祐佳さん

心
に
深
く
刻
ま
れ
た

学
院
で
の
学
び
が
、

人
生
の
道
し
る
べ
に

1
．自
己
紹
介

森
脇
祐
佳（
旧
姓 

黒
田
祐
佳
）と
申
し
ま
す
。小
学

校
4
年
生
の
時
に
入
学
、１
９
９
３
年
高
校
卒
業
。上

智
大
学
文
学
部
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
卒
業
後
、「
ル
･
コ

ル
ド
ン
ブ
ル
ー
東
京
校
」に
て
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
学
び

ま
し
た
。パ
リ
の「
リ
ッ
ツ 

エ
ス
コ
フ
ィ
エ
」に
て
再
度

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
学
び
、フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
。雑
誌
や
T
V
番
組
の
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

料
理
教
室
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

2
．聖
母
被
昇
天
学
院
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

母
や
叔
母
の
出
身
校
な
の
で
、自
然
な
流
れ
で
入

学
し
ま
し
た
。

3
．海
外
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

「
リ
ッ
ツ 

エ
ス
コ
フ
ィ
エ･

パ
リ
」へ
の
留
学
を
決
め

た
の
は
、フ
ラ
ン
ス
料
理
を
学
び
た
か
っ
た
こ
と
に
加

え
、本
学
院
の
本
部
が
あ
る
馴
染
み
深
い
国
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。本
学
院
で
は
世
界
に
目
を
向
け
考

え
る
機
会
が
多
い
た
め
、海
外
に
出
る
こ
と
が
特
別

な
こ
と
で
は
な
く
な
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

4
．大
好
き
な
言
葉

求
め
よ
、さ
ら
ば
与
え
ら
れ
ん

探
せ
よ
、さ
ら
ば
見
つ
か
ら
ん

6



て
返
っ
て
き
た
、と
い
う
た
と
え
話
が
好
き
で
す
。

5
．創
立
60
周
年
に
際
し
て
の
思
い

日
本
に
聖
母
被
昇
天
学
院
を
設
立
す
る
き
っ
か
け

を
作
ら
れ
た
、設
立
当
時
の
本
部
の
方
々
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
不
思
議
と

時
と
場
所
を
越
え
て
い
る
こ
と
を
、今
に
な
っ
て
実
感

し
て
い
ま
す
。聖
書
の
教
え
が
、現
代
社
会
で
よ
り
一

層
輝
き
ま
す
よ
う
に
。

希
望
す
る
私
の
た
め
に
、院
長
先
生
が
お
昼
休
み
の

時
間
を
割
い
て「
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
」の
お
相
手
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。自
分
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
る
た

め
の
環
境
が
整
っ
て
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

5
．創
立
60
周
年
に
際
し
て
の
思
い

ど
こ
で
も
、ど
の
時
代
に
も
変
わ
ら
な
い「
大
切
な

こ
と
」を
教
え
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
ま
で
受
け
て
き
た
教
え
を
少
し
で
も
社
会
に
還
元

出
来
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

叩
け
よ
、さ
ら
ば
開
か
れ
ん

5
．創
立
60
周
年
に
際
し
て
の
思
い

「
誠
実
」「
隣
人
愛
」「
喜
び
」を
軸
に
60
年
に
わ
た
り

女
子
教
育
を
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
く
、私

に
も
そ
の
教
え
を
授
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。中
で
も
妊
娠
・
出
産
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ「
命
の
授
業
」は
、い
く
つ
も
の
選
択
を
し
な
が
ら

歩
ん
で
い
く
そ
の
後
の
人
生
の
設
計
を
す
る
う
え
で
、

非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

▲旧聖堂

▲◀旧聖堂

▲小学校校舎

▲授業風景

▲クリスマス礼拝

▲◀
クリスマス

◀下校風景

▼球技大会

1960年代

1970年代

1980年代

1990年代

当時の思い出
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教
育
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？　

聖
母

被
昇
天
学
院
を
築
い
た
初
期
の
シ
ス

タ
ー
た
ち
は
、国
籍
や
年
齢
、性
格
も

異
な
る
人
々
の
集
団
で
、苦
労
も
あ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
も
、日

本
に
被
昇
天
の
学
校
を
つ
く
り
た
い
、

子
ど
も
た
ち
に
神
さ
ま
の
こ
と
を
伝

え
た
い
と
い
う
願
い
に
よ
っ
て
一
つ
に

ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
。本
当
の
グ
ロ

ー
バ
ル
教
育
と
は
、自
分
の
文
化
を
よ

く
知
り
、相
手
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ

と
の
で
き
る
人
、他
者
と
心
を
通
わ
せ

る
こ
と
の
で
き
る
自
由
さ
の
あ
る
人
、

そ
し
て
言
葉
や
文
化
を
越
え
て
人
々

の
た
め
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て

て
い
く
こ
と
を
指
す
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。本
学
院
は
創
立
当
初
か
ら
英

語
教
育
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し

た
が
、こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
視
点
を
高

く
し
て
、真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育

て
て
い
く
学
院
へ
と
成
長
発
展
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、２
０
１
４

年
10
月
よ
り
聖
母
被
昇
天
学
院
の
理

事
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。私
自
身
本
学
院
で

学
び
、そ
の
後
聖
母
被
昇
天
修
道
会

に
入
会
し
、今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
の
中
の
移
り
変
わ
り
に
は
激

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、変
わ
ら
な

い
真
理
で
あ
る
神
の
教
え
を
大
切
に

し
な
が
ら
、必
要
な
変
化
は
と
り
い
れ

て
、困
難
な
世
界
に
向
か
い
希
望
を
持

っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
母
被
昇
天
学
院
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
方
に
は
学
院
の
教
育
活
動
へ
の
さ

ら
な
る
ご
助
力
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
校
の
学
習
発
表
会
で
、２
年
生
が

『
お
め
で
と
う
！
わ
た
し
た
ち
の
学
校

は
60
さ
い
！
』と
題
し
て
、創
立
者
聖

マ
リ
・
ウ
ー
ジ
ェ
ニ
ー
の
生
涯
と
、箕
面

の
聖
母
被
昇
天
学
院
の
創
立
当
初
の

頃
の
様
子
に
つ
い
て
、そ
し
て
２
年
生

自
身
の
言
葉
で
聖
マ
リ
・
ウ
ー
ジ
ェ
ニ

ー
の
言
葉
を
受
け
と
め
て
発
表
し
て

く
れ
ま
し
た
。２
年
生
は
小
さ
い
な
が

ら
担
任
の
先
生
と
一
緒
に
９
月
か
ら

準
備
し
て
こ
の
劇
を
作
り
あ
げ
た
そ

う
で
、か
わ
い
く
そ
し
て
真
剣
な
発
表

に
心
打
た
れ
る
思
い
で
し
た
。子
ど
も

た
ち
も
先
生
も
初
め
の
頃
の
様
子
は

知
り
ま
せ
ん
が
、聖
マ
リ
・
ウ
ー
ジ
ェ
ニ

ー
の
こ
と
を
知
り
た
い
、わ
た
し
た
ち

の
学
校
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か

を
み
ん
な
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
で

発
表
を
準
備
し
た
と
の
こ
と
。こ
の
よ

う
な
願
い
の
中
に
学
院
の
精
神
は
保

た
れ
伝
え
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
、世
界
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波

が
押
し
寄
せ
、教
育
界
で
も
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
を
進
め
て
い
く
強
い
線
が
打

ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、英
語
が
話
せ

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。真
の
グ
ロ
ー
バ
ル

「
緑
に
は
ゆ
る
山
並
み
の
ふ
も
と
に
そ

び
え
る
白
亜
こ
そ
・・
」と
始
ま
る
中
高

の
校
歌
は
ま
さ
に
そ
の
当
時
の
箕
面

の
自
然
が
う
か
が
え
ま
す
。そ
の
美
し

い
緑
豊
か
な
中
に
聖
母
被
昇
天
学
院

は
創
立
さ
れ
ま
し
た
。２
０
１
４
年
は

創
立
か
ら
60
周
年
に
当
た
る
年
で
し

た
。

　

最
初
に
建
て
ら
れ
た
ロ
ー
ザ
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
現
在
の
小
学

校
の
建
物
の
中
に
、シ
ス
タ
ー
た
ち
の

住
ま
い（
修
道
院
）も
あ
り
ま
し
た
。ス

ペ
イ
ン
、イ
タ
リ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、そ

し
て
フ
ラ
ン
ス
、ベ
ル
ギ
ー
か
ら
遠
い

日
本
に
、次
々
と
シ
ス
タ
ー
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。最
初
に
入
学
し
た
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、箕
面
の
聖
母
被
昇
天

学
院
は
日
本
の
学
校
で
あ
り
な
が
ら

日
本
の
学
校
で
は
な
い
よ
う
な
雰
囲

気
だ
っ
た
と
初
期
の
卒
業
生
の
皆
さ

ん
か
ら
伺
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
か
ら
次

第
に
生
徒
も
増
え
、学
年
も
増
え
て
学

院
は
成
長
し
て
い
き
、初
期
の
頃
の
外

国
の
学
校
の
よ
う
な
…
…
と
い
う
雰

囲
気
は
あ
る
意
味
で
は
薄
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、学
院
の
最
初
に
あ
っ
た
雰

囲
気
が
保
た
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。11
月
に
小

理事長のお話より

理事長／Sr.宮本 恵子

創
立
60
周
年
を
祝
っ
た
箕
面
の
聖
母
被
昇
天
学
院
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